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―2016 年４月号― 

Ｐ2 マイタク運行開始、利用法ご紹介 

Ｐ3 福祉の話題、本会のうごき 

Ｐ4～5 特集・水と緑と詩の街を歩く 

Ｐ6 訪問看護ステーションからひと言⑥ 

Ｐ7 連載 終の棲家 (9) 

Ｐ8 在宅医療のエピソード⑨ 

   
 
 

       

                   

                         

■
ご
挨
拶 

新
た
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
で 

外
出
機
会
の
提
供
を 

 

前
橋
市
交
通
政
策
課
長 

中
畝 

剛 
 

 

前
橋
市
の
公
共
交
通
施
策
の 

取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
貴
重 

な
機
会
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご 

ざ
い
ま
す
。 

 

前
橋
市
で
は
本
年
１
月
23
日 

よ
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど 

移
動
困
難
者
を
対
象
に
マ
イ
タ
ク 

（
で
ま
ん
ど
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
）
の
運
行
を
市
内
全
域
で
開
始

し
ま
し
た
。
ド
ア･

ト
ゥ･

ド
ア
方
式
に
よ
り
、
外
出
機
会
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
大
変
好
評
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
ご

登
録
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
公
共
交
通
の
果
た
す

役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

今
後
、
鉄
道
や
バ
ス
と
い
っ
た
既
存
の
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
や
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
も
含

め
、
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
を
検
討
し
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

発行 ＮＰＯ法人前橋･在宅ケアネットワークの会 
〒371-0037 前橋市上小出町２丁目-４２-５ 斎藤浩様方 
ＴＥＬ027-235-6283  ＦＡＸ027-235-6284 Ｅｍａｉｌ：info@npo-sasaeai.net  郵便振替口座 00150-2-155119 
本紙は高齢者の住みよい街づくりを願い、医療・介護の従事者、関心ある市民にむけ年 4回、毎回 2000 部発行しています。趣旨にご賛同の方はぜひご入会をお願い致します。 

撮影４月２日 



2016 年４月                     さ さ え あ い                            第 82 号  

                                                                        

- 2 - 

マ
イ
タ
ク
運
行
開
始
！ 

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
！ 

１
月
23
日
よ
り
マ
イ
タ
ク
（
で
ま
ん
ど
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
）
の
運
行
が
市
内
全
域 

 
 
 

 

で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
へ
外
出
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。 

 

■ 

マ
イ
タ
ク
を
利
用
す
る
に
は 

①
事
前
に
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。 

登
録
条
件
《
前
橋
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
次
の
登
録
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
が
登
録
で
き
ま
す
》 

Ａ 

年
齢
75
歳
以
上
の
方 

Ｂ 

年
齢
65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
（
普

通-

中
型-

大
型
）
を
お
持
ち
で
無
い
方 

Ｃ 

次
の
①
～
⑦
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者 

①
身
体
障
害
者 

②
知
的
障
害
者 

③
精
神
障
害
者 

④
発
達
障
害
者 

⑤
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者 

⑥
難
病

患
者
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
患
者 

⑦
妊
産
婦 

 

Ｄ 

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方 

 

②
支
援
額
は
… 

○
登
録
者
が
複
数
で
タ
ク
シ
ー
に
同
乗
し

た
と
き
→
１
人
１
乗
車
に
付
き
最
大

500 
円
を
支
援 

○
登
録
者
が
１
人
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し

た
と
き
→
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
半
額
を
支

援 

（
た
だ
し
１
運
行
１
０
０
０
円
を
支

援
額
の
上
限
と
し
ま
す
。
） 

※
付
添
い
人
も
同
乗
で
き
ま
す
が
支
援
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

③
利
用
登
録
証
、
交
付
申
請
書
配
布
場
所 

 

市
役
所
（
５
階
交
通
政
策
課
）
、
各
地

区
支
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

地
区
公
民
館
等 

■
マ
イ
タ
ク
Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ
１ 
ど
の
時
間
帯
に
利
用
で
き
る
の
？ 

Ａ
１ 

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
が

利
用
可
能
時
間
（
市
の
支
援
対
象
）

と
な
り
ま
す
。
な
お
土
日
祝
日
を
含

め
て
運
休
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｑ
２ 

運
行
エ
リ
ア
は
限
定
さ
れ
る
の
？ 

Ａ
２ 

前
橋
市
全
域
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
乗
車
地
、
降
車
地
の
い
ず
れ

か
一
方
が
前
橋
市
内
で
あ
る
運
行

で
も
市
の
支
援
の
対
象
と
し
ま
す
。 

Ｑ
３ 

利
用
す
る
時
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
？ 

Ａ
３ 

一
般
の
タ
ク
シ
ー
と
同
様
に
前
橋

市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
直
接
予
約

し
て
ご
利
用
下
さ
い
。
（
利
用
方
法

は
一
般
の
タ
ク
シ
ー
と
同
じ
で
す
。）

な
お
前
橋
市
内
の

病
院
や
駅
等
に
待

機
し
て
い
る
タ
ク

シ
ー
車
両
に
は
、

予
約
無
し
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す

が
、
市
外
か
ら
戻
る
場
合
に
は
、
前

橋
市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
直
接
予

約
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。 

Ｑ
４ 

利
用
す
る
時
に
は
、
何
を
持
っ
て

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
の
？ 

Ａ
４ 

登
録
者
に
交
付
さ
れ
る
利
用
登
録

証
と
利
用
券
を
持
っ
て
タ
ク
シ
ー

に
乗
車
し
て
下
さ
い
。 

※ 

乗
車
し
た
と
き
、タ
ク
シ
ー
運
転
手
に

利
用
登
録
証
を
提
示
し
、
降
車
す
る

と
き
に
、
登
録
者
１
人
に
付
き
１
枚

の
利
用
券
を
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
渡

し
て
下
さ
い
。 

Ｑ
５ 

市
か
ら
の
支
援
は
何
回
で
も
受
け

ら
れ
る
の
？ 

Ａ
５ 

１
人
１
日
２
回
ま
で
利
用
可
能
と

し
ま
す
。 

※
１
日
に
付
き
２
回
ま
で
支
援
対
象
。 

ま
た
１
人
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
年

間
上
限
回
数
は
１２０
回(

60
往
復
分
）

と
し
ま
す
。 

※ 

障
害
者
割
引
、福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
券

等
と
の
併
用
は
可
能
と
し
ま
す
。 

 

以
上
、
交
通
政
策
課
バ
ス
交
通
係
よ
り 

利用できる（支援が受けられる）タクシー会社 
（前橋地区タクシー協議会所属） 

 タクシー会社名 電話番号 所在地 

 アサカタクシー 027－231－8181 三俣町 1-5-14 

 東洋タクシー 027－264－1266 堤町 701-5 

 清水タクシー 027－243－4343 城東町 5-654-13 

 赤城タクシー 027－283－2305 茂木町 38 

 群中タクシー 027－263－4141 天川大島町 1-1 

 敷島タクシー  027－231－1108 敷島町 240-1 

 ナガイタクシー 027－231－8123 南町 3-21-8 

日本中央タクシー  027－255－1112 三河町 1-3-6 

 新和タクシー 027－251－3111 元総社町 336-27 

 県都第一交通 027－251－4784 総社町 2-4-4    
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福祉の話題 

４月１日 障害者差別解消法施行 

記念パレードが盛大に 

ささえあい編集委員  三森 和也 

講演会予告 動き出した 

街中ウォーキングステーション（ＷＳＴ）構想 
５月 28日㈯午後２時～釜谷医師が記念講演 

本紙 80 号の特集「ロコモティブシンドローム」で、

広島市に学び前橋でもウォーキングステーション(Ｗ

ＳＴ）を設け、市民の健康づくりの活動を始めよう！と

呼びかけた釜谷邦夫医師は、その後、各界に精力

的に働きかけを行い、反響と好反応をえています。 

２月、ある公民館の健康教室で参加者アンケート

をとると、市が行う健康教室が終えた後にフォロー

があるといいとの要望が強く、健康教室の参加者

の数は市全体で年間一万人を超えるそうです。 

行政が進める健康づくり事業と私たちＮＰＯが力

を合わせる場となるよう現在、釜谷医師を中心に

準備が進められています。 

ウォーキングステーション(ＷＳＴ）の具体化について

５月28日㈯午後に行われる当会の第20回総会の

記念講演で釜谷邦夫医師が経過とともに発表する

予定です。場所は前橋テルサ ４階 第三研修室。  

関心ある方はぜひご参加下さい。参加無料。 

          

４
月
１
日
よ
り
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
群
馬
県
で
も
障

害
者
差
別
解
消
法
施
行
を
記
念
し
た
パ
レ

ー
ド
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
私
も
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。 

 

群
馬
県
庁
県
民
広
場
を
出
発
点
に
し
た

約
２
㎞
の
パ
レ
ー
ド
は
県
内
各
地
か
ら
約

250
人
が
参
加
し
、
差
別
の
な
い
社
会
づ
く

り
の
促
進
を
訴
え
、
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た

行
進
で
し
た
。
パ
レ
ー
ド
の
中
で
「
ず
っ

と
待
っ
て
い
た
」、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
大

き
く
前
進
し
た
」
な
ど
当
事
者
の
喜
び
の

声
を
聞
き
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
健
常
者

も
障
が
い
者
も
分
け
隔
て
な
い
、
誰
も
が

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ハ
ー
ド

面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
促
進
、
ソ
フ
ト
面
で

の
心
の
バ
リ
フ
リ
ー
の
一
層
の
促
進
を
願

っ
た
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

＊ 

 

障
害
者
差
別
解
消
法
は
国
や
自
治
体
、

事
業
者
に
対
し
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
禁
止
し
、
障
害
を
有
す
る
人
が
生
活

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め

の
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

一
例
と
し
て
前
橋
市
で
は
「
前
橋
市
に

お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
促
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
」
が
４

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
雇
用
の
分
野
で
も
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
を
は
じ
め
、

新
た
に
精
神
障
害
者
の
雇
用
率
向
上
に
対

す
る
助
成
の
拡
大
、
車
い
す
を
利
用
す
る

方
に
合
わ
せ
て
机
や
作
業
台
の
高
さ
調
節

す
る
等
の
義
務
を
定
め
た
「
改
正
障
害
者

雇
用
促
進
法
」
も
同
時
に
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。 

パ
レ
ー
ド
を
通
じ
て
日
常
生
活
の
様
々

な
場
面
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
促
進
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
関
係
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 
 

(

ケ
ア
マ
ネ
、
市
議) 
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広
瀬
川

 

詩

(

う
た)

の
道
を
歩
く
… 

前
橋
文
学
館
友
の
会
・
前
橋
観
光
ガ
イ
ド
会 

新
井 

毅  
本
会
で
は
昨
年
秋
よ
り
前
橋
中
心
街
の
活
性
化
と
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
併
せ
た
「
街
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

仮
称)

」
の
発
足
に
む
け
準
備
中 

で
す
が
、
こ
の
呼
び
か
け
に
、
各
界
か
ら
好
反
応
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
国
の
地
方
創
生
、
一
億
総
活
躍
社
会
構
想
な
ど
の
施
策
に
応
え
て 

前
橋
市
で
も
首
都
圏
か
ら
元
気
な
高
齢
者
を
呼
び
込
み
、
新
た
な
街
づ
く
り
の
力
に
…
と
い
う
「
前
橋
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
の
影
響
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

本
会
で
は
今
こ
そ
「
健
康
生
命
都
市 

前
橋
」
の
魅
力
を
見
直
す
時
と
考
え
、
新
井
毅
氏
に
「
ま
え
ば
し
」
の
見
ど
こ
ろ
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
ま
え
ば
し
の
象

徴
で
あ
る「
萩
原
朔
太
郎
記
念 

水
と
緑
と

詩
の
ま
ち 

前
橋
文
学
館
」
を
中
心
に
、
中

央
前
橋
駅
前
の
「
久
留
万
橋
」
か
ら
広
瀬

川
を
さ
か
の
ぼ
り
、「
柳
橋
」
ま
で
の
文
学

碑
巡
り
に
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 
中
央
前
橋
駅
を
出
る
と
間
も
な
く
「
東

宮
七
男
（
か
ず
お
）」
の
詩
碑
「
花
な
れ
ば

こ
そ
」
が
あ
り
ま
す
。
詩
は
、
こ
の
詩
碑

の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
53
年

（
１
９
７
８
年
）
11
月
23
日
に
、
東
宮
七

男
の
80
歳
を
記
念
し
て
詩
人
の
仲
間
を

中
心
に
し
た
建
設
委
員
会
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
碑
の
設
計
は
、
高
橋
元
吉

の
友
人
高
田
博
厚
で
す
。 

 

こ
の
詩
碑
の
す
ぐ
前
に
は
ア
ル
キ
メ
デ

ス
の
ね
じ
ポ
ン
プ
か
ら
「
登
る
水
」
と
い

う
広
瀬
川
の
水
を
利
用
し
た
サ
イ
ホ
ン
の

原
理
を
応
用
し
た
、
く
る
く
る
回
り
な
が

ら
上
か
ら
水
を
出
し
て
い
る
不
思
議
な
ポ

ン
プ
が
目
に
つ
き
ま
す
。(

昭
和
55
年
設

置
） 展

望
橋
（
て
ん
ぼ
う
き
ょ
う
）
の
脇
に

写
真
入
り
の
パ
ネ
ル
「
ふ
る
さ
と
手
づ
く

り
郷
土
大
賞
」（
平
成
17
年
11
月
）
が
あ

り
、
こ
の
上
流
に
は
広
瀬
川
を
利
用
し
た

滝
が
あ
り
ま
す
。
滝
の
裏
側
（
上
流
）
に

は
鉄
製
屋
根
つ
き
の
石
製
ベ
ン
チ
２
基
と

水
飲
場
が
あ
り
、
ひ
と
休
み
で
き
ま
す
。 

 

諏
訪
橋
脇
に
「
萩
原
朔
太
郎
」
の
「
月

夜
」の
詩
碑
が
あ
り
ま
す
。こ
の
詩
碑
は
、

旧
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
と
群
馬
県
・

前
橋
市
が
利
根
川
を
管
理
し
て
百
年
に
な

る
の
を
記
念
し
て
昭
和
62
年
10
月
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
旧
建
設
省
が
詩
碑
を
建

て
た
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

前
橋
の
誇
れ
る
詩
碑
の
一
つ
で
す
。 

 

萩
原
朔
太
郎
は
、
明
治
19
年
11
月
１
日

～
昭
和
17
年
５
月
11
日
（
１
８
８
６
～
１

９
４
２
年
）
医
師
密
造
の
長
男
と
し
て
旧

前
橋
城
内
の
北
曲
輪
町
に
生
ま
れ
、
前
橋

中
学
卒
業
後
熊
本
の
第
五
高
、
岡
山
の
第

六
高
を
中
退
し
、
大
正
２
年
北
原
白
秋
の

『
朱
欒
』（
ざ
ん
ぼ
あ
）
五
月
号
に
「
み
ち

ゆ
き
」
ほ
か
六
編
が
掲
載
さ
れ
一
躍
有
名

に
な
り
ま
し
た
。「
ゴ
ン
ド
ラ
洋
楽
会
」
後

に
「
上
毛
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
主
宰

し
、
大
正
６
年
『
月
に
吠
え
る
』
大
正
12

年
『
青
猫
』
昭
和
９
年
『
氷
島
』
を
刊
行

し
ま
し
た
。
近
代
的
思
考
を
感
覚
的
に
詩

の
中
に
歌
い
口
語
自
由
詩
を
確
立
し
た
と

い
わ
れ
ま
す
。 

 

「
萩
原
朔
太
郎
記
念 

水
と
緑
と
詩
の
ま

ち 

前
橋
文
学
館
」
は
、
前
橋
市
制
百
周
年

を
記
念
し
て
中
心
商
店
街
の
脇
を
流
れ
る

朔
太
郎
ゆ
か
り
の
広
瀬
川
に
面
し
て
、
平

成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
９
月
に
開
館
し

ま
し
た
。
文
学
館
の
玄
関
左
前
に
は
、
朔

太
郎
像
が
設
置
さ
れ
、
右
前
に
は
「
萩
原
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朔
太
郎
賞
制
定
記
念
」
碑
が
あ
り
ま
す
。 

碑
文
の
下
に
は
、
第
22
回
萩
原
朔
太
郎

賞
受
賞
者
の
三
角
み
づ
江
さ
ん
の
詩
碑
が

あ
り
、
朔
太
郎
橋
欄
干
に
は
、「
文
学
友
情

の
碑
」・
北
原
白
秋
「
鵞
ぺ
ん
」
・
室
生
犀

星
「
利
根
の
砂
山
」・
草
野
心
平
「
春
」
の

詩
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 

文
学
館
対
岸
の
城
東
町
一
丁
目
公
園
に

は
、
平
成
８
年
８
月
に
行
わ
れ
た
「
世
界

詩
人
会
議
」
の
記
念
碑
と
説
明
盤
・
前
橋

市
と
友
好
都
市
の
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
ゆ
か

り
の
サ
ム
エ
ル
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
の

詩
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 

諏
訪
橋
か
ら
厩
橋
の
間
に
、
萩
原
朔
太

郎
賞
受
賞
者
の
詩
碑
が
あ
り
ま
す
。
平
成

５
年
第
一
回
萩
原
朔
太
郎
賞
受
賞
「
谷
川

俊
太
郎
」
か
ら
上
流
に
第
二
回
「
清
水
哲

男
」・
第
三
回
「
吉
原
幸
子
」・
第
四
回
「
辻

征
夫
」・
第
五
回
「
渋
沢
孝
輔
」・
第
六
回

「
財
部
鳥
子
」・
第
七
回
「
安
藤
元
雄
」・

第
八
回
「
江
代
充
」・
第
九
回
「
町
田
康
」・

第
十
回
「
入
沢
康
夫
」・
第
十
一
回
「
四
元

康
祐
」
で
す
。 

 

朔
太
郎
橋
上
流
に
は
「
絹
の
橋
」
が
あ

り
ま
す
。「
世
界
詩
人
会
議
」
開
催
を
機
に

装
飾
を
施
し
た
改
修
を
行
い
、
無
名
だ
っ

た
橋
を
「
絹
の
橋
」
と
命
名
し
ま
し
た
。 

こ
の
橋
の
す
ぐ
上
流
の
落
差
の
あ
る
流

れ
が
「
交
水
堰
」
で
す
。「
糸
の
ま
ち
」
を

偲
ば
せ
る
前
橋
を
代
表
す
る
魅
力
的
景
観

の
ひ
と
つ
で
す
。「
比
刀
根
橋
」
の
対
岸
上

流
に
は
、
昭
和
20
年
８
月
５
日
の
空
襲
犠

牲
者
の
慰
霊
碑
と
解
説
盤
が
あ
り
ま
す
。

「
比
刀
根
橋
」
上
流
に
は
、
伊
藤
信
吉
の

「
上
州
望
郷
」
と
「
旅
」
の
二
面
の
詩
碑

（
昭
和
50
年
５
月
設
置
）、
厩
橋
下
流
に

萩
原
朔
太
郎
の
二
番
目
の
詩
碑「
広
瀬
川
」

が
あ
り
ま
す
。
碑
の
柱
は
萩
原
家
の
門
柱

の
一
本
で
す
。（
昭
和
45
年
５
月
設
置
） 

 

広
瀬
川
に
架
か
る
「
厩
橋
」
脇
に
は
、

下
げ
糸
と
木
枠
に
巻
い
た
生
糸
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
街
燈
と
座
繰
り
生
糸
の
女
性
を
彫

刻
し
た
記
念
碑
が
あ
り
、
碑
に
は
相
葉
有

流
の
「
前
橋
残
影
」
の
句
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。「
糸
の
ま
ち
」
を
偲
ば
せ
る
前
橋
を

代
表
す
る
魅
力
的
景
観
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

厩
橋
を
渋
川
方
面
に
向
か
っ
た
直
ぐ
の

信
号
左
脇
に
「
明
治
３
年
日
本
最
初
の
前

橋
器
械
製
糸
所
跡
」の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

富
岡
製
糸
場
が
造
ら
れ
る
２
年
前
の
明
治

３
年
に
藩
営
の
製
糸
所
が
あ
っ
た
こ
と
を

記
念
し
て
昭
和
36
年
に
前
橋
商
工
会
議

所
な
ど
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

厩
橋
上
流
の
雷
神
橋
の
近
く
に
は
竹
内

茂
登
子
・
竹
内
浜
子
親
子
の
歌
碑
が
あ
り

ま
す
。（
昭
和
27
年
５
月
設
置
） 

隣
に
は
、
萩
原
朔
太
郎
か
ら
指
導
を
受
け

た
木
下
謙
吉
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。 

（
昭
和
46
年
７
月
設
置
） 

＊ 

以
上
、 

前
橋
中
央
駅
か
ら
約
1.2
㎞
ほ

ど
の
散
策
で
す
が
、
途
中
前
橋
文
学
館
で

朔
太
郎
展
示
室
の
見
学
や
資
料
室
で
の
調

査
、
カ
フ
ェ
で
ひ
と
休
み
な
ど
い
か
が
で

す
か
。 

水
と
緑
と
詩
の
街
の
気
分
を
堪
能
で
き

る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。
一
度
、
お
試
し

下
さ
い
。 
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訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
結
の
樹
は
、

六
供
町
の
生
川
交
差
点
の
南
東
側
に
あ
る

一
戸
建
て
の
住
宅
を
拠
点
に
、
現
在
ス
タ

ッ
フ
７
名
で
、
①
訪
問
看
護
、
②
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
、
③
社
会
参
加
の
３
部
門
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

看
護
部
門
で
は
、
24
時
間
の
連
絡
対
応
、

緊
急
訪
問
な
ど
、
質
の
高
い
看
護
を
行
っ

て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
部
門
で
は
、
転
倒

防
止
、
自
宅
生
活
に
対
応
し
た
日
常
生
活

動
作
の
練
習
、
援
助
を
行
い
、
ま
た
社
会

参
加
部
門
で
は
、
利
用
者
様
の
要
望
に
応

じ
た
趣
味
、
旅
行
、
墓
参
、
観
劇
な
ど
へ

の
外
出
、
外
泊
の
お
手
伝
い
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

今
回
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

利
用
者
様
の
思
い
は
（
排
泄
・
入
浴
を

一
人
で
…
、
思
い
出
の
地
に
旅
を
…
、
最

期
を
楽
に
…
）
な
ど
様
々
で
す
。
こ
う
し

た
切
実
な
要
望
に
対
し
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
は
看
護
師
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

■
転
ば
な
い
た
め
に 

「
転
倒
」
と
い
っ
て
も
、
ベ
ッ
ド
の
隅
に

座
っ
た
ら
お
尻
が
床
に
滑
り
落
ち
た
、
な

ど
の
軽
い
転
倒
が
比
較
的
多
い
の
で
す
が
、

そ
ん
な
時「
床
か
ら
立
て
な
い
」の
で
は
、

安
心
し
た
自
宅
生
活
は
送
れ
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
大
切
な
目
標
と
な
る
の
が
『
転
ば
な

い
体
づ
く
り
』
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
は
専
門
性
を
活
か
し
体
幹
や
股
・
膝
・

足
関
節
な
ど
の
衰
え
始
め
た
部
分
の
筋
を

見
つ
け
、
個
々
に
あ
っ
た
継
続
可
能
な
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
し
ま
す
。
在
宅
で

の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
が
病
院
や
施
設
内
で
の

そ
れ
と
異
な
る
点
は
「
転
倒
し
た
後
ま
で

考
え
る
」
こ
と
で
す
。
そ
の
方
の
疾
患
や

障
害
に
も
よ
り
ま
す
が
「
床
か
ら
立
つ
」

練
習
、
さ
ら
に
御
家
族
様
の
床
か
ら
立
た

せ
る
介
助
技
法
の
習
得
が
大
切
で
、
こ
れ

こ
そ
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
で
す
。 

■
ト
イ
レ
や
お
風
呂
の
介
助
量
軽
減 

排
泄
動
作
や
入
浴
時
の
動
作
な
ど
日
常

生
活
動
作
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
動

き
に
必
要
な
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
で
す
。
片
手
で
も
楽
に
で
き
る
ズ

ボ
ン
の
上
げ
下
ろ
し
や
浴
槽
内
で
の
楽
な

移
動
方
法
な
ど
、
そ
の
方
に
適
し
た
自
助

具
や
装
具
の
選
定
、
情
報
の
提
供
も
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
大
き
な
役
目
で
す
。 

■
外
出
や
外
泊
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

旅
行
、
墓
参
、
観
劇
等
の
随
伴
に
あ
た

っ
て
は
当
日
の
工
程
表
を
利
用
者
様
と
一

緒
に
作
成
し
ま
す
。保
険
適
用
外
で
す
が
、

弊
社
で
は
外
出
、外
泊
の
お
手
伝
い
の
他
、

落
語
鑑
賞
も
行
い
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

■
終
末
期
に
で
き
る
こ
と 

末
期
癌
で
日
に
日
に
体
動
が
困
難
と
な

る
利
用
者
様
。
一
見
、
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要

性
は
低
く
思
わ
れ
ま
す
が
、
寝
た
き
り
で

同
じ
姿
勢
で
い
る
と
血
流
が
滞
り
、
痛
み

が
生
じ
ま
す
。
そ
の
部
分
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
関
節
運
動
を
施
す
と
痛
み
の
軽
減
に
繋

が
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
精
神

面
の
ケ
ア
（
心
の
リ
ハ
ビ
リ
）
も
併
せ
て

実
施
で
き
ま
す
の
で
、
心
と
体
の
両
面
に

関
わ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

■
関
わ
る
医
療･

介
護
職
の
皆
様
へ 

私
達
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
、
自
宅
生

活
を
過
ご
す
上
で
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
す
る
上
で
も
「
目
標
」
を
掲

げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
「
目
標
」
を
利
用
者
様
や
御
家
族
様

か
ら
引
き
出
し
、
実
現
へ
と
導
く
こ
と
が

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
く
私
達
に

課
さ
れ
た
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
訪
問
を

通
し
て
出
会
っ
た
利
用
者
様
の
自
宅
生
活

が
、
最
期
を
迎
え
る
時
が
、
よ
り
良
い
環

境
に
な
れ
ば
と
願
い
、
今
後
も
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
す
。 

(

次
回
の
ひ
と
言
募
集
中
。
ご
投
稿
を
―) 

 ■訪問看護ステーションからひと言 ⑥    
 
訪問看護ステーションで働く、 

リハビリスタッフにできること 
 

訪問看護ステーション 結の樹（ゆいのき） 

しむら ひでき 

代表取締役 清村 秀樹（作業療法士） 
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連
載  

終
の
棲
家 

    
 

 

文
・
画 

 
小
泉
洋
一 

   

我
が
家
で
（
９
） 

   

我
が
家
は
、
建
築
し
て
40
年
を
経
過
し

て
い
る
。
こ
の
間
、
大
な
り
小
な
り
手
を

入
れ
て
き
た
。 

専
門
職
の
端
に
居
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
エ
コ
環
境
に
マ
ッ
チ
し

て
い
な
い
個
所
が
各
所
に
あ
る
。
本
人
と

す
る
と
、
今
後
と
も
可
能
な
限
り
こ
こ
に

住
み
続
け
た
い
の
で
、余
裕
が
出
来
れ
ば
、

逐
次
、
改
修
を
続
け
る
つ
も
り
で
い
る
。 

と
こ
ろ
で
最
近
、
各
行
政
庁
で
安
全
、

安
心
な
住
ま
い
に
改
善
す
る
た
め
の
助
成

制
度
を
充
実
さ
せ
、
広
報
し
て
い
る
。 

前
橋
市
に
つ
い
て
は
、
次
に
記
載
の
補

助
制
度
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
の
媒
体

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
で
活
用
さ
れ
て
は
如

何
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
年
度
に
よ
り
異
な

る
場
合
等
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
詳
細

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
署
に
確

認
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。 

〇
高
齢
者
住
宅
改
造
費
補
助
（
担
当
：
介

護
保
険
室
０
２
７-

８
９
８-

６
１
５
７
） 

・
要
件
：
60
歳
以
上
の
要
介
護
者
世
帯
の

住
宅
改
造
費
補
助
（
但
し
、
所
得
や
世

帯
要
件
が
あ
り
。
） 

・
対
象
工
事
：
手
摺
の
取
付
け
、
段
差
の

解
消
、
通
路
の
移
動
の
円
滑
化
対
策
、

建
具
の
交
換
、
洋
式
便
器
へ
の
交
換
、

廊
下
、
ト
イ
レ
の
ス
ペ
ー
ス
拡
張
ほ
か 

・
補
助
額
等
：
改
造
費
の
５
／
６
の
額
（
上

限
50
万
円
） 

〇
障
害
者
又
は
障
害
児
の
移
動
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
小
規
模
改
修
工
事
補
助 

(

担
当
：
障
害
福
祉
課
０
２
７-

２
２
０-

５
７

１
１
） 

・
市
民
税
額
に
応
じ
改
造
費
の
１
～
３
割

は
、
自
己
負
担
（
上
限
20
万
円
） 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

〇
重
度
身
体
障
害
者
（
児
）
世
帯
の
住
宅

改
造
費
補
助
（
担
当
：
同
） 

・
対
象
工
事
：
玄
関
、
台
所
、
浴
室
、
ト

イ
レ
等
改
造
工
事 

 

・
補
助
額
：
改
造
費
の
５
／
６
を
補
助
（
上

限
50
万
円
） 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

〇
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
（
担

当
：
建
築
指
導
課
０
２
７-

８
９
８-

６
７
５
２
） 

・
旧
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
調
査
助
成
（
診
断
者
へ
の
旅
費

１
０
０
０
円
は
自
己
負
担
） 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

〇
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業
（
担

当
：
同
） 

・
耐
震
改
修
補
助
金
：
工
事
費
の
１
／
２

の
額
（
上
限
80
万
円
） 

・
簡
易
耐
震
改
修
補
助
金
：
工
事
費
の
１

／
３
の
額
（
上
限
25
万
円
） 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

な
お
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
要
介

護
者
等
に
認
定
さ
れ
た
方
が
お
住
ま
い
に

な
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
手
摺
の
設
置
や

段
差
の
解
消
又
は
滑
り
に
く
い
床
材
へ
の

変
更
そ
の
他
の
改
善
工
事
を
行
う
場
合
、

20
万
円
（
う
ち
１
割
は
自
己
負
担
）
を
限

度
と
し
て
改
修
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

併
せ
て
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

（
元
県
住
宅
課
長
、
現(
福)

常
務
理
事
） 
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■
訪
問
診
療
の
現
場
か
ら 

 

そ
の
９ 

 
終
末
期
と
死
に
備
え
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
田 

裕
一
（
理
事
長
・
医
師
） 

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
で
地
域
医
療
を
行

い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
私
は
十
年
ほ
ど

前
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
と
し
て
在
宅
診
療
も
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
自
分
の
親
の
世
代
を
看

取
る
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

＊ 

先
日
、
癌
終
末
期
の
患
者
さ
ん
の
御
家

族
が
大
学
病
院
か
ら
点
滴
依
頼
の
紹
介
状

を
携
え
て
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
驚
い
た
こ

と
に
患
者
さ
ん
は
私
の
幼
馴
染
の
御
父
君

で
し
た
。
既
に
在
宅
酸
素
療
法
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
通
院
困
難
の
た
め
直
ち
に
訪

問
診
療
と
訪
問
看
護
を
導
入
し
、
在
宅
点

滴
を
開
始
し
ま
し
た
。
癌
は
多
発
転
移
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
疼
痛
は
軽
度
で
し
た
。

オ
ピ
オ
イ
ド
内
服
を
中
止
し
て
嘔
気
の
副

作
用
が
回
避
さ
れ
、
僅
か
な
が
ら
食
事
が

摂
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
水

分
摂
取
量
は
不
十
分
で
あ
り
、
連
日
の
点

滴
を
要
し
ま
し
た
。 

本
人
に
病
名
は
告
知
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、予
後
に
つ
い
て
は
未
告
知
で
あ
り
、

終
末
期
で
あ
る
こ
と
の
理
解
は
不
明
で
し

た
。
し
か
し
本
人
は
病
状
説
明
を
希
望
せ

ず
、
御
家
族
も
本
人
へ
の
説
明
を
希
望
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
間
も
な
く
食
事
摂
取

は
困
難
と
な
り
、
疼
痛
と
呼
吸
苦
の
出
現

に
対
し
モ
ル
ヒ
ネ
の
持
続
皮
下
注
を
開
始

し
、
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
静
か
に
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 

が
ん
終
末
期
の
患
者
さ
ん
を
め
ぐ
る
状

況
は
実
に
様
々
で
す
。
必
ず
し
も
皆
が
病

名
と
予
後
を
告
知
さ
れ
、
そ
れ
を
徐
々
に

受
容
し
て
余
命
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
ケ
ー

ス
の
よ
う
に
、
不
十
分
な
告
知
の
ま
ま
看

取
り
に
至
る
ケ
ー
ス
は
決
し
て
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
認
知
症
が
合
併
し
て
い

る
と
、
告
知
そ
の
も
の
が
意
味
を
な
さ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
患
者

さ
ん
た
ち
は
、
告
知
を
前
提
と
す
る
緩
和

ケ
ア
と
は
折
り
合
い
ま
せ
ん
か
ら
、
い
わ

ば
「
が
ん
終
末
期
難
民
」
と
い
っ
た
状
況

で
私
の
よ
う
な
地
域
の
開
業
医
を
受
診
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
主
治

医
と
患
者
の
関
係
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
私

の
立
場
で
新
た
な
告
知
を
行
う
こ
と
は
な

か
な
か
困
難
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
看
取
り

に
至
る
こ
と
が
大
抵
で
す
。
し
か
し
今
回

の
ケ
ー
ス
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
患
者
さ

ん
本
人
は
、
実
は
自
分
の
病
状
を
よ
く
わ

か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
承
知
の
上
で
、
あ
い
ま
い
な
告

知
の
ま
ま
、
患
者
さ
ん
本
人
も
御
家
族
も

ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
我
慢
し

て
、
次
第
に
動
け
な
く
な
っ
て
寝
た
き
り

に
な
っ
て
、
で
も
結
果
的
に
は
御
家
族
と

こ
れ
ま
で
通
り
の
関
係
を
ず
っ
と
保
っ
た

ま
ま
、
一
番
安
楽
な
自
宅
と
い
う
場
所
で

最
期
を
迎
え
る
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も

日
本
的
で
理
解
で
き
る
事
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

＊ 

が
ん
終
末
期
に
ま
つ
わ
る
状
況
は
様
々

で
あ
り
、
そ
の
対
応
に
は
柔
軟
性
が
不
可

欠
で
す
。
患
者
さ
ん
や
そ
の
御
家
族
と
地

域
で
生
活
と
歴
史
を
共
有
す
る
か
か
り
つ

け
医
は
、
緩
和
ケ
ア
の
専
門
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
二
人
の
息

子
さ
ん（
私
の
幼
馴
染
と
そ
の
お
兄
さ
ん
）

そ
れ
ぞ
れ
の
就
か
れ
た
仕
事
に
つ
い
て
、

感
慨
深
そ
う
に
私
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
息
子

さ
ん
の
幼
馴
染
で
あ
る
私
が
、
彼
の
御
父

君
を
お
看
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

御
母
君
は
「
次
は
私
も
よ
ろ
し
く
ね
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
か
か
り
つ
け

医
冥
利
に
尽
き
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

＊ 

 

こ
こ
に
「
も
う
俺
は
呑
め
な
い
か
ら
貰

っ
て
く
れ
」
と
い
っ
て
患
者
さ
ん
か
ら
渡

さ
れ
た
一
升
瓶
の
焼
酎
が
あ
り
ま
す
。
花

札
の
絵
柄
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
色
調
の
ラ

ベ
ル
で
「
伊
佐
美
」
と
い
う
銘
柄
で
す
。

何
だ
か
封
が
開
け
ら
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
あ
り
ま
す
。
別
の
お
酒
を
呑
み
な
が

ら
、
つ
ら
つ
ら
と
今
回
の
看
取
り
を
思
い

起
こ
し
ま
し
た
。 

乱
筆
乱
文
を
御
容
赦
下
さ
い
。 

木   暮   医   院 
院長 木暮 正美 
在宅療養支援診療所 

〒370-3574 前橋市清野町 104-1 
TEL 027- 251-9101 
http://www.gunmanet.or.jp/masami 

嵯 峨 小 児 科 医 院 
院長 嵯峨 六雄 

診療科目 小児科、アレルギー科 

〒371-0056 前橋市青柳町 494 

TEL 027-232-1188 

山  下  医  院 
院長 山下 由起子 

診療科目 外科、消化器科、内科 

〒371-0016 前橋市城東町 4-11-17 

TEL 027- 231-3726 

迎迎迎   

春春春   
   

今今今
年年年
ももも
よよよ
ろろろ
ししし
くくく   

おおお
願願願
いいい
申申申
ししし
上上上
げげげ
ままま
すすす         

平平平
成成成
二二二
十十十
八八八
年年年
（（（
順順順
不不不
同同同
）））   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

前
橋･

在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会 

第
20
回 

通
常
総
会
の
お
知
ら
せ 

・
日
時 

平
成

28
年

５
月
28
日(

土) 

13
時
半
～ 

・
場
所 

前
橋
テ
ル
サ
４
Ｆ 

第
３
研
修
室 

（
市
内
千
代
田
町
二
丁
目
５
番
１
号
☎231-3211

） 

い
つ
も
の
総
合
福
祉
会
館
と
違
う
の
で
ご
注
意
を
。 

駐
車
場
無
料 

１
Ｆ
フ
ロ
ン
ト
で
無
料
印
押
せ
ま
す
。 

 ■
第
一
部 

通
常
総
会
（
13
時
半
～
14
時
） 

27
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算･

監
査
報
告 

28
年
度
事
業
計
画
、
予
算
（
案
）
な
ど 

■
第
二
部 

記
念
講
演
（
14
時
～
15
時
半
） 

動
き
出
し
た 

街
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

東
前
橋
整
形
外
科
理
事
長 

釜
谷
邦
夫
先
生 


